
知
陀
て
、
勝
利
支
天
の
蛍
を
建
立
せ
し
た
り
と
あ
り
。

O
五

本

松

此
の
松
は
摩
利
支
天
堂
の
前
に
あ
り
。

一
本
松
K
次
ぎ
た
る
大
樹
K

て
‘
共
性
子
ν
今
盛
ん
な
り
。
此
の
松
を
世
人
五
本
松
と
抑
制
す
れ
ど
.

五
保
松
な
り
。
背
よ
り
一
本
松
・五
本
松
と
て
、
卯
灰
山
の
名
木
な

り
。
此
の
木
の
下
よ
り
眺
笠
す
る
に
・
市
中
を
眼
下
に
見
渡
し
・
共

の
景
色
質
陀
宜
し
吉
ゆ
ゑ

K
・
界
季
の
頃
た
ど
殊
に
眺
望
人
多
し
と

い
へ
り
、
総
出
晶
何
悠
K
云
ふ
。
ひ
と
日
故
郷
の
卯
反
山
陀
の
ぼ
り
て
、

金
陵
を
望
め
ば
.
佳
筑
披
市
陀
み
ち
.
入
額
の
に
ぎ
は
ひ
、
そ
の
か

み
陀
傍
せ
り
と
沿
ぽ
え
て
。

金
滞
古
政
志
品
位
叶

を
残
せ
し
石
な
ら
ん
か
。
此
の
石
を
い
ら
へ
ば
風
雨
起
る
と
云
仰
ム
。

と
あ
り
。
扶
・
ヂ
る
民
、
三
登
記
に
一
冨
ふ
、
臨
時
利
支
実
は
料
品
語
た
り
。

餓
開
門
し
て
陽
炎
と
訓
す
。
際
利
支
夫
総
陀
聞
く
、
仰
言
。
有
牛
甘
際
↓

名
a
勝
利
支
吋
位
行
昌日
月
之
前
吋
日
月
之
不
ν
能
=
得
見
↓
亦
不
ν
能
ν
拠
。
不
ν

能
ν
禁
=
純
文
↓
又
金
光
明
経
日
.
鬼
一
柳
口
問
内
一
E
.
能
令
v有
山
川
隠
刷
9
4
於
路
~

或
水
火
玉
鋭
経
賊
軍
陣
皆
可
zm貼
ν
身
令
'
不
v
得
v
使一
E

K
。
如
ν
斯
故

K
.

兵
訟
の
家
に
は
必
十
勝
利
支
天
を
信
用
す
る
た
り
。
図
ν
数
『日
間
越
後

は
、
兵
法
主
我
が
物
と
せ
し
故
に
、
愛
宕
の
傍
陀
、
利
常
卿
の
御
下

四
五

O
摩
利
支
天
山

際
利
支
天
堂
の
荷
な
る
山
を
呼
べ
り
。
此
は
卯
反
山
の
小
名
に
て
、

-・

て
の
怪
異
忽
験
等
の
俳
銘
柄
個
々
あ
り
と
い
へ

E
も
、
今
変
に
紀
帥
叫
せ

・ヂ。 か
し
と
へ
往
き
て
見
候
成
、
何
事
も
と
れ
な
〈
て
元
の
通
り
の
御
堂

也
。
と
れ
と
モ
雌
利
支
古
へ
の
御
己
主
ろ
み
に
あ
ら
ん
と
ぞ
ん
じ
候
。

木
容
の
あ
ま
り
‘
と
L

K
記
し
也
候
。
と
あ
り
。
此
の
外
五
本
松
に

つ
時
七
人
鮒
北
ハ
会
部
い
た
し
け
る
底
.
右
御
堂
沿
し
つ
ぶ
れ
、
そ
の

音
彩
し
く
、
我
・え
も
飛
出

L
、
跡
を
も
見
宇
'
し
て
馳
か
へ
り
、
翌
朝

屋

の

級

に

モ

う

て

紘

ゑ

け

り

う

め

柳

O
五
本
松
怪
異
侮
詩

世
人
の
僻
稔
K
.
勝
利
支
天
堂
の
五
本
松
は
、
す
よ
り
天
狗
の
住
所

に
て
‘
折
々
怪
異
あ
り
。
放
に
夜
中
な
ど
は
、
此
の
堂
前
へ
参
奔
人

甚
だ
恐
怖
し
て
、
多
分
往
く
も
の
な
し
と
い
へ
り
。
納
津
屋
政
右
術

門
の
.
金
押
印
俳
優
偲
記

K
云
ム
。
抑
制
品
安
、
犀
川
の
下
に
昌
安
町
と

て
町
裂
を
総
て
.
あ
か
ら
庄
之
助
と
巾
す
叙
術
者
将
古
所

E
桃
へ

、

町
々
よ
り
大
勢神
刊
古
に
会
り
‘
政
右
術
門
以
下
七
人
庄
之
助
よ
り
菟

献
を
蹄
け
.
阿
部
制
梢
候
て
.
卯
皮
質
糸
坊
の
燦
利
支
天
へ
夜
中
七
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